
項 ⽬ 内 容
名称 ヨウ素、ヨード [英]Iodine (I) [学名]

概要 ヨウ素は、⽣体内では、ほとんどが甲状腺に存在し、成⻑期の発達や基礎代謝調節
で重要な働きをしている甲状腺ホルモンの構成成分として、必須な元素である。ヨ
ウ素は植物中には少なく、⿂や海草類には⽐較的多く含まれるため、⽇本⼈でのヨ
ウ素⽋乏はほとんど⾒られない。

法規・制度 ■⾷薬区分
・ヨウ素︓「医薬品的効能効果を標ぼうしない限り医薬品と判断しない成分本質
(原材料) 」に該当する。

■⽇本薬局⽅
・ヨウ素が収載されている。

成分の特性・品質

主な成分・性質 ・元素記号I、原⼦番号53、原⼦量126.90。天然では遊離型では存在せず、主に有
機物として存在する。

分析法 ・ヨウ素の分析には、ガスクロマトグラフィー法 (PMID:12568540) や誘導結合プ
ラズマ質量分析法 (ICP-MS法) が⽤いられる (PMID:12876685) 。
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ヒ
ト
で
の
評
価

循環器・
呼吸器

調べた⽂献の中に⾒当たらない。

消化系・肝臓 調べた⽂献の中に⾒当たらない。

糖尿病・
内分泌

調べた⽂献の中に⾒当たらない。

⽣殖・泌尿器 調べた⽂献の中に⾒当たらない。

脳・神経・
感覚器

メタ分析
・2013年4⽉までを対象に2つのデータベースで検索できた無作為化⽐較試験2報に
ついて検討したメタ分析において、ヨウ素⽋乏地域における学童のヨウ素摂取は認
知機能の上昇と関連が認められたが試験によるばらつきが⼤きかった
(PMID:24088547) 。
・2011年11⽉までを対象に1つのデータベースで検索できた介⼊試験およびコホー
ト試験24報について検討したメタ分析において、妊婦によるヨウ素サプリメント摂
取 (13報) や妊娠中の⺟体 (9報) および出⽣時の⼦ども (3報) のヨウ素濃度の⾼さ
は、⼦どもが5歳までの精神発達の評価の⾼さと関連が認められたが、試験によるば
らつきが⼤きかった (PMID:23609774) 。
その他
・妊婦1,040名 (17〜44歳、イギリス) を対象としたコホート研究において、妊娠
初期の尿中ヨウ素/クレアチニン⽐の低い妊婦の⼦どもは、8歳時の⾔語IQ、9歳時
の読取精度や読解能⼒の評価が低かった (PMID:23706508) 。

免疫・がん・
炎症

調べた⽂献の中に⾒当たらない。

⾻・筋⾁ 調べた⽂献の中に⾒当たらない。

発育・成⻑ メタ分析
・2019年12⽉までを対象に6つのデータベースで検索できた介⼊研究5報について
検討したメタ分析において、健康な妊婦によるヨウ素サプリメントの摂取は、出⽣
児の体重 (5報) 、⾝⻑ (3報) 、頭囲 (2報) 、幼児 (12〜24ヶ⽉齢) の認知 (3報)
、⾔語 (3報) 、運動機能 (3報) 発達との関連は認められなかった
(PMID:33112293) 。
・2016年11⽉までを対象に4つのデータベースで検索できた無作為化⽐較試験また
は準無作為化⽐較試験11報について検討したメタ分析において、妊娠直後、妊娠
中、出産後の⼥性におけるヨウ素サプリメントまたは添加⾷品の摂取は、⼦の甲状
腺腫リスク低下 (2報) 、甲状腺体積減少 (3報) との関連が認められたが、産後の甲
状腺機能低下症 (3報) 、早産 (2報) 、低出⽣体重 (2報) 、⼦の甲状腺機能低下症ま
たは⾎中TSH上昇 (2報) 、⾃然流産 (3報) 、胎内発育不全 (2報) 、妊娠中および産
後の甲状腺腫 (各2報) のリスクとの関連は認められなかった (PMID:28260263)
。

肥満 調べた⽂献の中に⾒当たらない。

その他 調べた⽂献の中に⾒当たらない。

有効性
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